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＃7119
（救急安心センターきょうと）

　「＃7119」は、急なケガや体調不良の際、救急車を
呼ぶべきか、病院を受診すべきかなど、判断に迷っ
た場合に電話すれば、看護師等に相談やアドバイ
スを受けることができるシステムです。
　令和2年10月1日から府内全域で運用を開始し、
24時間・365日対応しています。　　
※相談は無料ですが、通話料は相談者の負担となります。

市消防本部 （TEL 0772−62−0119） ホームページもご覧ください。お問い合わせ先
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感染防止対策をして出動

化学防護服を装着した訓練の様子

「安全で安心なまち京丹後市」 を目指して

　昨年は、新型コロナウイルス感染の拡大を受け、緊急事態宣言が発令され、日常生活
が大きく変化した年となりました。また、自然災害では７月に熊本県を中心とした記録的
な豪雨災害が発生し、多くの尊い命と貴重な財産が失われました。幸いにも本市では、一
昨年に続き、台風の接近もなく天候に恵まれ、大雨等に伴う人的な被害の発生はありま
せんでした。しかしながら、近年の災害発生状況から考えると、いつ、どこで、どのような災
害が起きても不思議ではなく、改めて「安全・安心」を担う消防機関として、想定外の災害

に対しても、平素からの備えが重要であることを再認識しています。
　市民の皆さんをはじめ誰もが安心して過ごせる「安全で安心なまち京丹後市」を目指して、消防職員、消
防団員が一丸となって、取り組んでまいります。
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緊急性あり

119 を助言 医療機関の案内

緊急性なし

相談者

救急安心センター
(助言・アドバイス）

※緊急時は、ためらわずに 119 番通報

救マーク認定制度
市内100事業所の認定達成！
  消防本部では、上級救命講習の修
了者の方が常駐する大型店舗や観
光施設に「救マーク」プレートを交
付する救マーク認定制度を行って
います。認定施設で、突然倒れ意識
を失ってしまった方に対し、従業
員による適切な応急手当が救命に
つながった事例があります。
　この制度は、平成18年11月から
開始。市内100事業所の認定を目指
し取り組みを進め、今年度、新たに
４事業所を加え、市内103事業所が
認定されています。

消消防防のの広広場場 11 ついていますか？
住宅用火災警報器
半年に一度は作動確認9火事・救急・救助

の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
本
部
で
は
、傷
病
者
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
が
疑
わ
れ

る
場
合（
発
熱
が
４
日
以
上
続
い
て
い

る
、呼
吸
器
症
状
が
あ
る
、味
覚
障
害

が
あ
る
等
）、丹
後
保
健
所
と
連
携
し

て
移
送
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
場

合
、隊
員
の
装
備
は
通
常
と
は
異
な

り
、厳
重
な
感
染
防
止
対
策
を
行
っ
て

出
動
し
て
い
ま
す
。ご
理
解
、ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

事
例
が
あ
り
ま
し
た
。住
宅
火
災
で
の

死
因
は
、約
半
数
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る

も
の
で
す
。火
災
の
発
生
を
い
ち
早
く

知
り
、 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、台
所

や
寝
室
な
ど
に
は
、住
宅
用
火
災
警
報

器
を
必
ず
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

0

建物火災

5 10 15 20

車両火災
林野火災
その他火災

7

10 1 2 13

4 5 16

12 1 5 18

過去3年の火災件数

Ｒ2

Ｒ1

Ｈ30

救マーク　プレート

京丹後市 消防本部 検索

消防長 池田 弘幸

住宅用火災警報器取り付
け支援も行っています。


